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次
い
で
、
ご
参
集
頂
い
た
衆
参
各
党

国
会
議
員
ら
が
挨
拶
に
立
つ
。
到
着
順

で
登
壇
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
明
治

へ
の
想
い
を
語
っ
た
。
あ
る
衆
議
院

議
員
は
、
論
語
の″
子
曰
く
、
必
ず
や

名
を
正
さ
ん
か
〟
を
引
用
し
、「
こ
の

気
持
ち
を
持
っ
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
祝
日
法
改
正
に

向
け
た
力
強
い
決
意
を
披
露
。

　「
明
治
の
日
」
制
定
の
必
要
性
に
つ

い
て
各
界
各
層
か
ら
の
提
言
と
し
て
三

名
の
有
識
者
が
登
壇
し
た
。
は
じ
め
に

大
松
明
則
・
公
益
財
団
法
人
富
士
社
会

教
育
セ
ン
タ
ー
理
事
長（
本
会
代
表
委
員
）

は
「
明
治
の
日
」
の
必
要
性
を
労
働
運

動
の
立
場
か
ら
訴
え
た
。
次
に
、
近
現

決
　
議

　
十
一
月
三
日
の
祝
日「
文
化
の
日
」は
、

わ
が
国
の
近
代
化
に
当
り
、
明
治
の
先

人
が
体
験
し
た
苦
難
と
栄
光
を
追
憶
す

る「
明
治
の
日
」に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
平
成
二
十
年
十
一
月

三
日
、
明
治
維
新
百
四
十
年
を
記
念
す

る
と
共
に
、
こ
の
日
が
旧
明
治
節
の
佳

日
で
あ
る
こ
と
に
思
い
を
致
し
て
「
明

治
の
日
」
実
現
へ
の
活
動
を
開
始
し
、

昨
年
十
一
月
三
日
に
は
「
明
治
の
日
を

実
現
し
よ
う
！
国
民
集
会
」
を
開
催
し

た
。

　
ま
た
、
本
年
三
月
六
日
、
第
一
回
「
明

治
の
日
を
実
現
し
よ
う
！
院
内
集
会
」
を

開
催
し
た
と
こ
ろ
、
十
八
名
の
国
会
議

員
の
参
加
を
得
、
各
議
員
か
ら
賛
同
す

る
む
ね
の
決
意
表
明
が
行
わ
れ
た
。
そ

し
て
、
本
日
の
第
二
回
集
会
に
お
い
て

も
各
党
所
属
国
会
議
員
の
参
加
を
み
た
。

　
か
く
な
る
上
は
、「
明
治
の
日
」
実
現

を
目
指
す
超
党
派
議
員
連
盟
の
結
成
を

強
く
要
望
す
る
。

　
右
、
決
議
す
る
。

　
　
平
成
二
十
四
年
六
月
七
日

第
二
回
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明
治
の
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を
実
現
し
よ
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院
内
集
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」
参
加
者
一
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　  

明
治
の
日
推
進
協
議
会

第
二
回
【
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治
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よ
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！
集
会
】
報
告

　
六
月
七
日
午
後
六
時
よ
り
参
議
院
議

員
会
館
一
〇
一
会
議
室
で
「
第
二
回
明

治
の
日
を
実
現
し
よ
う
！
院
内
集
会
」

を
開
催
。
衆
参
各
党
国
会
議
員
ら
十
二

名
が
参
加
、会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

　
冒
頭
、
六
日
に
薨
去
あ
そ
ば
さ
れ
た

寛
仁
親
王
殿
下
に
対
し
参
加
者
一
同
で

黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
開
会
。「
明
治
の

日
推
進
協
議
会
」
と
し
て
二
度
目
の
院

内
集
会
と
な
っ
た
今
回
は
、江
崎
道
朗
・

日
本
会
議
専
任
研
究
員（
本
会
運
営
委
員
）

の
司
会
の
下
、
国
歌
斉
唱
。
そ
の
後
、

塚
本
三
郎
・
元
民
社
党
委
員
長
（
本
会

会
長
）
が
全
国
各
地
で
展
開
し
て
い
る

署
名
運
動
へ
の
謝
辞
を
述
べ
、
開
会
の

挨
拶
と
し
た
。

代
史
研
究
家
・
阿
羅
健
一
氏
（
本
会
運
営

委
員
）
が
歴
史
を
研
究
す
る
立
場
と
し

て
登
壇
、日
本
の
歴
史
の
中
の
「
明
治
」

を
訴
え
た
。
最
後
に
、
金
子
宗
徳
・
関

西
「
明
治
の
日
」
推
進
協
議
会
事
務
局

長
（
本
会
実
行
委
員
）
が
登
壇
。
関
西
で

数
多
く
の
幅
広
い
団
体
が
連
帯
し
、
活

動
を
展
開
し
て
い
る
『
関
西
「
明
治
の

日
」
推
進
協
議
会
』
の
運
動
を
紹
介
、

有
志
国
会
議
員
、
参
加
者
に
ア
ピ
ー
ル

し
た
。

　
各
提
言
者
か
ら
の
力
強
い
言
葉
に
参

加
者
が
奮
い
立
た
さ
れ
る
中
、
決
議
文

案
を
森
幸
雄
・
二
宮
報
徳
会
事
務
局
長

（
本
会
実
行
委
員
）
が
朗
読
。
参
加
者
全

員
の
万
雷
の
拍
手
を
以
て
力
強
く
採
択

さ
れ
た
。

　
最
後
に
高
池
勝
彦
本
会
事
務
総
長
が

五
箇
条
の
御
誓
文
に
つ
い
て
つ
ぶ
さ
に

語
り
、「
先
生
方
の
協
力
を
得
て
、
議

員
連
盟
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

締
め
、「
明
治
の
日
」
実
現
へ
の
大
き

な
期
待
感
が
強
ま
る
集
会
と
な
っ
た
。

　
次
回
の
院
内
集
会
は
九
月
六
日
に
開

催
の
予
定
、
ま
た
、
今
年
の
十
一
月
六

日
に
は
憲
政
記
念
館
に
お
い
て
第
二
回

「
明
治
の
日
を
実
現
し
よ
う
！
国
民
集

会
」
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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熊
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長


